
福祉レクリエーション
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表紙の写真は、平成29年度福祉レクリエーション養成講座を受講し、福祉レクリ
エーション活動をしているボランティアさんの様子です。
この日は、東四ツ谷いきいきサロンで、脳の活性化に効果的なデュアル・タスク体操（２
つのことを同時に行う「ながら動作」のこと）を含んだレクリエーションを行いました。
参加された方々は、楽しみながら頭と身体を動かしていました。

社 協
だより



主
な
新
規
事
業

　
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持

ち
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
の
た
め
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
主
な
事
業

⑴
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
（
昼
・
夜
の
２
コ
ー
ス

実
施
）

⑵
第
14
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

⑶
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
の
開
催

⑷
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援

⑸
児
童
館
の
運
営
支
援

⑹
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
実
施

⑺
指
定
管
理
６
施
設
の
運
営
管
理

⑻
居
宅
介
護
支
援
事
業
／
訪
問
介
護
事
業
／
通
所
介
護

事
業
／
訪
問
介
護
入
浴
事
業
の
運
営

⑼
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

⑽
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

⑾
社
協
ま
つ
り
の
開
催

⑿
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
・
生
活
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
話
し
合
い
の
場

『
生
活
支
援
支
え
合
い
会
議
』
の
設
置
と
運
営

　
・
住
民
主
体
と
な
る
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

⒀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
・
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
の

推
進
／
ち
い
さ
な
て
の
発
行

　
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

　
・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
事
業

の
実
施

　
・
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

　
・
子
育
て
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成

　
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
作
り

⒁
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

⒂
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
拡
充

⒃
ミ
ニ
サ
ロ
ン
等
交
付
金
事
業
の
実
施　

⒄
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

⒅
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

⒆
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
推
進

⒇
陶
芸
教
室
の
開
講
（
塩
川
・
山
都
地
区
）

㉑
支
部
社
協
事
業
の
活
動
支
援

㉒
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
及
び
就
労

支
援

　
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
（
支
援
を
要
す
る
方
へ
の
食

料
の
提
供
）
の
実
施

　
・
子
ど
も
食
堂
へ
の
協
力

㉓
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
・
総
合
相
談
支
援
、
権
利
擁
護
事
業
の
実
施

　
・
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業

の
実
施

　
・
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
・
地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施

　
・
介
護
予
防
支
援
事
業
の
運
営

㉔
日
本
赤
十
字
福
島
県
支
部
喜
多
方
市
地
区
業
務

㉕
喜
多
方
市
共
同
募
金
委
員
会
業
務

平
成
30
年
度 

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

重
点
事
業

１ 

健
全
経
営
の
確
立

２ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
充
実
強
化

３ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
推
進

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
係
の
新
設
と
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
り
、

市
民
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
仕
組
み
づ
く
り（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

の
推
進
を
進
め
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
福
祉
に

関
連
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
及
び
、
万
が
一
に
備
え
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
即
時
対
応
に
取
り
組
み
ま

す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
す

る
た
め
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
他
地
区
と
同
じ
く
、
喜
多
方
地
区

に
お
い
て
も
各
中
学
校
区
の
担
当
制
に
移
行
し

ま
す
。
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平成30年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算

本所組織が変わりました

<社会福祉事業会計　収支内訳> 〈単位：千円〉

収　　　　　入
会費収入 3,200
寄付金収入 15,214
市補助金収入 65,844
県社協補助金収入 72
共同募金・歳末たすけあい配分金収入 9,258
受託金収入 303,704
利用料収入 17,188
負担金収入 1,117
介護保険事業収入 373,274
障害福祉サービス等事業収入 10,830
受取利息配当金収入 406
その他の収入 29,486
前期末支払資金残高 5,889
　　　　合　　　　　計 835,482

支　　　　　出
法人運営事業区分 156,274
地域福祉推進事業区分 253,340
介護保険事業区分 341,199
障がい者総合支援事業区分 1,105
地域包括支援センター事業区分 83,512
災害ボランティアセンター事業区分 52
　　　　合　　　　　計 835,482

総

務

係

総務事業課

喜多方市社会福祉協議会 本所

地域福祉課

新設
※尚、支所（熱塩加納支所、塩川支所、山都支所、高郷支所）組織には変更ありません。

新設

喜
多
方
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

喜
多
方
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

喜
多
方
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

児

童

館

地

域

福

祉

係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
係

喜
多
方
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

喜
多
方
市
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　喜多方市社会福祉協議会では、機能性と専門性を高めた円滑な業務の推進を図るため、平成30年４月１
日より、本所（喜多方市総合福祉センター内）を1課体制から2課体制に変更しました。
　喜多方市から生活体制整備事業を新たに受託したことを機会に、「地域包括ケアシステム推進係」を新設
し、生活支援コーディネーターを配置します。また、本会が取り組んできたボランティア事業の充実を図るた
め、「ボランティアセンター」を新たに設置し、ボランティアの養成やコーディネート、災害ボランティアセンタ
ーの基盤づくりに取り組みます。
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山都
地区 修養団青年ボランティアとの交流修養団青年ボランティアとの交流

塩川
地区

　塩川町いきいきセンターでは、毎年３月１１日東日
本大震災の日に合わせて避難訓練を実施していま
す。今年は、会津を中心とする地震が発生し、日橋
川の堤防が決壊し洪水の恐れがあるという事態を
想定し実施しました。デイサービスの利用者の皆さ
んも身の安全を確保しながら真剣な表情で参加さ
れ、無事終了い
たしました。今
後も年２回の避
難訓練を実施
し、センター利
用のみなさまの
安全と安心を確
保していきます。

　「げんこつやまのたぬきさん♪」
　園児の元気な声がデイルーム内から聞こえ始め、デイ
サービス利用者と園児の手遊び歌が始まったようです。
　皆さん、可愛い園児を目の前に顔もほころびながら、
一緒に小さな手と触れ合い、更
に小さな手での肩たたきで、利
用者の顔が笑顔で終始ゆる
みっぱなしでした。
　また、可愛らしいダン
スの披露や園児が作っ
たひなまつり作品のプレ
ゼントもいただき、ルー
ム内は、ちょっぴり早い
春が訪れたようで、あた
たかい一日となりました。

いきいきセンター
「地震・洪水時避難訓練」
いきいきセンター
「地震・洪水時避難訓練」

高郷
地区 高郷こども園児との交流高郷こども園児との交流

お 知 ら せ － information －

○センター会員が心をこめて作った作品の展示販売（通常価格の30％off）
○体験教室（陶芸、織物、手芸、押し花） 申し込み受付中！
○お楽しみ出店多数あります
○スタンプラリーで景品をGET!!
○送迎バスも運行します（お問い合わせください）

【問合せ先：喜多方市高齢者生産活動センターTEL 0241-24-2297】

日 時：平成30 年 6月 10日（日）　９：30～14：00
場 所：喜多方市高齢者生産活動センター
　　　 （岩月町宮津字火付沢3567－1）

是非
ご来場
ください！

～喜多方市高齢者生産活動センターからのお知らせ～

第３4回センターまつり開催します第３4回センターまつり開催します

▲ 沖縄県から参
加した学生さん
が、地元の民謡に
あわせて太鼓囃
子を披露してくれ
ましたレクリエーションは輪投げを行いました

▲

▼みんなで
　記念撮影

　今年も「修養団青年ボランティア・アクションin福島」として、全国各地から
高校生・大学生32名、修養団スタッフ５名、愛汗の会会員７名が、山都デイ
サービスセンターにボランティアに来られました。
　午前中は施設の清掃やデイサービスのお手伝
い、午後は利用者様と一緒にレクリエーションに
参加し、出し物を披露していただきました。ボラン
ティア活動を通して、利用者様と学生さんとの深
い交流を図ることができて、有意義な１日となり
ました。
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喜多方
地区 喜多方市赤十字奉仕団研修会喜多方市赤十字奉仕団研修会

喜多方
地区 新しい遊具が仲間入りしました新しい遊具が仲間入りしました

熱塩加納
地区 救命の大切さを実感救命の大切さを実感

　平成30年２月24日（土）にパルセいいざかにおいて「第20回ふ
くしまボランティアフェスティバル」が開催されました。
　式典では、多年に渡るボランティア活動が特に顕著な方々が功
労表彰されました。おめでとうございます。これからも喜多方市の
福祉発展のため、ご活躍くださいますようお願いいたします！

　熱塩加納支所では、職員を対象に救急救命法講習会を実施しま
した。
　心臓マッサージ・人工呼吸・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作
などを喜多方広域消防署署員に指導していただきました。
　多くの方々が利用される保健福祉センター夢の森にもＡＥＤが設
置されておりますので、職員は真剣に受講しました。
　緊急時に冷静に対応できるよう、繰り返し受講してまいります。

第20回 ふくしまボランティアフェスティバル

【福島県知事感謝】
神山　恵美子　木戸　京子
仁國　シヅ子　緑町ボランティア　
【福島県社会福祉協議会長表彰】
武藤　由喜夫　
【福島県社会福祉協議会長感謝】
太田　富士雄　木村　光代
那知上　徹子　ひびきの会

ボランティア功労者受賞者
（敬称略）

　４月17日、喜多方市総合福祉センターで喜多方
市赤十字奉仕団研修会を開催しました。今回は東
日本大震災復興支援事業ということで、日本赤十
字社福島県支部の職員が講師として開催するため、
近隣の赤十字奉仕団にも案内したところ、北塩原
村と西会津町からも参加があり総勢３２名で、高齢
者の健康と安全や支援技術についての講義や実技
の研修を行いました。

　喜多方総合福祉センターのおもちゃ図書館に新
しい大型遊具が仲間入りしました！
　なんと４台もの大型遊具を揃え、みんな大好き
「アンパンマンのブランコ」や「トーマスの汽笛の鳴ら
せるテント」などバリエーションに富んだ屋内遊具
が楽しめます。
　もちろん、これまでの遊具でもお遊びいただけま
す。おもちゃ図書館は、毎週火曜日と金曜日9時30

分～11時30分まで実
施しており、予約不要、
参加費無料です。たく
さんの皆さまのご来場
をお待ちしております。
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資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
）を
収
集
し「
世
界
の
子

ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
）」を
通

じ
て
寄
付
を
す
る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様  ※

順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
喜
多
方
高
等
学
校 

・
慶
徳
小
学
校

・
松
山
小
学
校 

・
高
郷
小
学
校

・
姥
堂
こ
ど
も
園 

・
み
つ
は
し
医
院 

・・

・
矢
部
千
重 

・
齋
藤
八
重
子 

・・

・
佐
藤
正
行 

・
大
野
昌
子

・
鵜
川
昌
子

＜

プ
ル
タ
ブ＞

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
島
県
第
17
団

・
喜
多
方
第
一
小
学
校

・
矢
部
千
重

　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
ょ
う
ゆ
等
の
キ
ャ
ッ
プ
が
一
部
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
み
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
は
、リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
よ
り
資
源
と
な
り
、そ
の
益
金
は
貸
出
用
車
椅

子
の
購
入
等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

ア
ル
ミ
缶
は
水
で
す
す
ぎ
、乾
か
し
て
か
ら
お
持

ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

“よらんしょネット”

生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ
仕事や暮らし、お金のことなど困りごとが複数あると
誰でも生活困窮につながる可能性があります。
生活サポートセンターでは来所、訪問などにより相談をお受けし、
改善に向けて一緒に考え支援します。

●熱塩加納サブセンター　0241（36）2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内

●塩川サブセンター　　　0241（28）1253
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●本所　0241（21）8856  喜多方市総合福祉センター内
●山都サブセンター　0241（38）3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内

●高郷サブセンター　0241（44）7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

介護保険や介護予防のこと
　○介護サービスの利用に関する相談
　○介護予防に関する相談

こんな時には
ご相談ください

喜多方市地域包括支援センター

喜多方市生活サポートセンター（喜多方市総合福祉センター内）
☎ 0241-23-3231ご相談・

お問い合わせ

虐待防止や権利擁護のこと
　○虐待に関する相談や連絡・通報
　○悪質商法に関する相談
　○成年後見制度の利用支援　など

暮らし全般のこと
　○介護保険外のことに関する相談
　○福祉や保健、医療に関する相談
　○住宅改修に関する相談

3職種(保健師・経験のある看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャー)で相談に応じます。

〇 仕事探しでお悩みの方・・・ 一緒に仕事を探してみませんか
〇 ずっと家にいたから社会に出るのが不安・・・短い時間から体験することが出来ます
〇 支払いなど生活が厳しい方・・・家計改善へ向けた相談ができます

相談時間 8：30～17：15（土日祝日、年末年始は除く）

通常の営業日：月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く） 8時30分～17時15分

※これまで第２・第４水曜日に行っていた延長相談は、今年度より事前にご予約いただき、相談される方の
　ご都合に合わせて対応することといたしました。

延  長  相  談：事前予約制（祝祭日、年末年始を除く） 17時15分～19時30分
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資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
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と
う
ご
ざ
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ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
）を
収
集
し「
世
界
の
子

ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
）」を
通

じ
て
寄
付
を
す
る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様  ※

順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
喜
多
方
高
等
学
校 

・
慶
徳
小
学
校

・
松
山
小
学
校 

・
高
郷
小
学
校

・
姥
堂
こ
ど
も
園 

・
み
つ
は
し
医
院 

・・

・
矢
部
千
重 

・
齋
藤
八
重
子 

・・

・
佐
藤
正
行 

・
大
野
昌
子

・
鵜
川
昌
子

＜

プ
ル
タ
ブ＞

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
島
県
第
17
団

・
喜
多
方
第
一
小
学
校

・
矢
部
千
重

　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
ょ
う
ゆ
等
の
キ
ャ
ッ
プ
が
一
部
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
み
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
は
、リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
よ
り
資
源
と
な
り
、そ
の
益
金
は
貸
出
用
車
椅

子
の
購
入
等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

ア
ル
ミ
缶
は
水
で
す
す
ぎ
、乾
か
し
て
か
ら
お
持

ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
加
藤
キ
ミ
子

・
神
山
恵
美
子

・
福
島
民
報
教
育
福
祉
事
業
団

・
五
十
嵐　

智

・
高
橋　

敏
衛

・
山
都
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
渡
辺　

七
郎

・
小
野
清
一
郎

〈
塩
川
地
区
〉

・
佐
藤
梅
子

岩
月
町
下
台	

阿
部
　
清
美

東
四
ツ
谷	

鈴
木
　
高
志

岩
月
町
中
田
付	

佐
藤
　
　
一

熊
倉
町
小
沼	

小
関
　
孝
幸

菅
原
町	

穂
積
　
　
進

岩
月
町
下
岩
崎	

花
見
　
牧
雄

上
三
宮
町
上
三
宮
一
区	

飯
野
造
酒
男

熊
倉
町
小
沼	

鵜
川
　
仁
志

関
柴
町
楚
々
木	

遠
藤
　
賢
壽

松
山
町
清
水
台	

渡
邊
　
長
子

慶
徳
町
新
町	

鵜
川
　
公
夫

関
柴
町
東
中
明	

小
田
切
義
人

岩
月
町
稲
村	

渡
部
　
順
子

寺
町
二
区	

須
藤
　
靖
宏

末
広
町	

堀
金
　
雅
一

寺
町
二
区	

坂
内
　
正
孝

松
山
町
村
松
三
区	

岩
橋
　
光
一

関
柴
町
京
出	

菊
地
　
春
夫

関
柴
町
関
柴	

簗
田
　
耕
作

東
四
ツ
谷	

高
橋
　
美
穂

慶
徳
町
新
町	

都
倉
　
浩
二

下
町
南
部	

上
野
　
　
透

東
四
ツ
谷	

小
林
　
聖
一

熊
倉
町
熊
倉
下	

磯
部
　
信
夫

豊
川
町
菅
井
二
区	

前
田
　
善
一

慶
徳
町
堀
出	

中
嶋
　
美
好

松
山
町
村
松
第
一
区	

川
口
　
　
正

熊
倉
町
熊
倉
下	

渡
部
　
好
英

慶
徳
町
新
町	

猪
俣
久
美
子

上
三
宮
町
下
三
宮	

猪
俣
　
喜
一

西
四
ツ
谷	

遠
藤
　
勇
一

郡
山
市	
大
堀
　
　
浩

上
三
宮
町
五
分
一	
飯
野
　
浩
正

ひ
ば
り
が
丘	
佐
藤
　
　
誠

熊
倉
町
熊
倉
下	

須
藤
　
節
男

上
町
西
区	

伊
藤
　
光
子

会
津
若
松
市	

齋
藤
　
卓
生

上
町
西
区	

澤
井
　
康
人

岩
月
町
上
田	

岩
本
　
　
毅

上
三
宮
町
上
三
宮
一
区	

國
府
　
盛
雄

上
三
宮
町
五
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一	

飯
野
　
良
昌

寺
町
二
区	

小
熊
　
幸
司

福
島
市	

笹
島
　
　
敏

松
山
町
北
桜
ガ
丘	

鵜
名
山
紀
久
枝

豊
川
町
太
田	

原
　
　
智
志

関
柴
町
上
高
額	

小
池
　
　
章

松
山
町
村
松
第
二
区	

外
島
か
お
り

神
奈
川
県
川
崎
市	

鈴
木
　
雅
史

福
島
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矢
部
　
勝
也

関
柴
町
下
柴	

渡
部
　
和
義
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奈
川
県
藤
沢
市	

佐
藤
　
篤
正

豊
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藤
　
吉
春

松
山
町
東
桜
ガ
丘	

瓜
生
　
武
子

慶
徳
町
山
崎	

眞
壁
　
清
一

関
柴
町
中
里	

佐
柄
ユ
キ
子

松
山
町
吉
志
田	

庄
司
　
英
喜

寺
町
二
区	

齋
藤
　
　
勇

熊
倉
町
熊
倉
下	

赤
城
　
隆
二

花
園
町	

渡
邊
　
　
透

西
四
ツ
谷	

遠
藤
　
雄
一

千
葉
県
市
川
市	

岩
田
　
俊
幸

岩
月
町
中
田
付	

矢
吹
　
光
浩

熊
倉
町
芦
平	

井
上
　
一
男

熊
倉
町
小
沼	

渡
部
　
　
勤

岩
月
町
上
岩
崎	

金
子
　
好
男

関
柴
町
上
高
額	

丸
山
　
圀
順

熊
倉
町
獅
子
沢	

新
井
田
順
一

上
野	

大
竹
ひ
と
み

日
中	

山
口
　
浩
明

岩
尾	

二
瓶
　
悦
夫

針
生	

佐
原
　
和
広

半
在
家	

五
十
嵐
幸
子

赤
崎	

瓜
生
　
　
宣

五
目	

峰
岸
　
幸
英

宮
ノ
目	

堀
部
　
精
一

大
沢	

江
花
　
政
教

中
屋
敷	

芳
賀
　
英
一

大
沢	

江
花
　
兵
吉

上
窪	

古
川
　
　
傳

別
府	
吉
田
　
市
郎

上
原	
大
堀
　
和
弘

大
木	
邊
見
　
秀
和

10
区	

佐
藤
　
長
平

13
区	

鈴
木
　
忠
好

反
田	

中
川
　
真
洋

新
井
田
谷
地	

武
藤
　
恵
子

田
原	

杉
原
　
一
雄

御
殿
場
団
地	

伊
藤
　
寿
一

大
沢	

二
瓶
　
昭
子

宮
ノ
目	

渡
井
　
正
良

大
木	

平
田
　
純
子

千
咲
原	

渡
部
　
洋
一

広
野	

井
上
　
由
一

上
林	

斎
藤
　
伝
吉

千
咲
原	

鈴
木
　
重
隆

舟
岡	

斎
藤
　
清
市

広
野	

眞
部
　
弘
之

川
吉	

五
十
嵐
幸
夫

舟
引	

佐
藤
　
吉
孝

賢
谷	

金
子
　
雅
春

寺
内	

生
江
　
弘
康

舘
原	

折
笠
　
孝
男

松
ヶ
丘	

竹
田
　
朝
雄

宮
古	

今
井
　
　
良

広
野	

小
澤
　
和
也

一
ノ
木	

佐
藤
　
一
男

一
ノ
木	

小
林
フ
ク
イ

洲
谷	

高
橋
た
か
子

沼
ノ
平	

岩
橋
　
松
吉

一
ノ
木	

遠
山
　
圭
三

本
村	

貝
沼
　
安
雄

川
井	

後
藤
　
良
一

喜
多
方
地
区

一
般
寄
付

物
品
に
よ
る
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
30
年
１
月
1
日
〜
３
月
31
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

熱
塩
加
納
地
区

塩
川
地
区

山
都
地
区

高
郷
地
区
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編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

　この事業は、ご家庭で要介護者を介護されている市民の皆さまを対象に、介護者同士の交流や研修の場を提供し、
心身のリフレッシュをしていただくことを目的に実施いたします。

日　　時　平成30年７月10日（火）
行 き 先　山形県飯豊町
負 担 金　2,000円
内　　容　どんでん平ゆり園を見学し、道の駅にてショッピングと交流会を予定しております。
　　　　　昼食は美味しいランチを満喫します。
募集人員　35名
申込期限　平成30年５月８日（火）～６月29日（金）
　　　　　※申込みは先着順とし、定員になり次第受付を締め切らせていただきますのでご了承ください。　
対 象 者　介護保険による要支援、要介護の認定を受けている市内在住の方を在宅で常時介護している市民の方。
申 込 み　①参加される方のお名前　　②ご住所　　③電話番号
　　　　　④担当の地域包括支援センター職員又は介護支援専門員
　　　　　⑤介護を必要とされている方のお名前　　⑥介護度
　　　　　以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。
　　　　　喜多方市社会福祉協議会　TEL 0241-23-3231
　　　　　•熱塩加納支所　0241-36-3112　   •塩川支所　0241-27-3948
　　　　　•山都支所　　　0241-38-3100 　  •高郷支所　0241-44-7111
　　　　　地域包括支援センター0241-21-8856でも受付いたします。
　　　　　募集締切後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。
そ の 他　当日は喜多方市社会福祉協議会職員が同行いたします。

平成30年度家族介護者リフレッシュ事業

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

在宅で介護をしているみなさん！
介護から離れて、リフレッシュしてみませんか？
在宅で介護をしているみなさん！
介護から離れて、リフレッシュしてみませんか？

参加者
募集

お 知 ら せ － information－

平成30年度
『ふれあい社会福祉講座』のご案内
　社会福祉に対する関心と意識の向上を図るため、市民の皆様を対象と
した『ふれあい社会福祉講座』を喜多方市総合福祉センター（2F多目的
ホール）にて開催します。

詳しい日程・内容につきましては
後日ホームページ、Facebook及
びポスターやチラシ等でお知ら
せいたします。

●第１講　地域･文化等に関すること
●第２講　健康･病気に関すること
●第３講　終活に関すること

介護職員
初任者研修

（旧ホームヘルパー２級相当）

今年度も昼・夜
各コース
実施します！

詳細が決まりましたら、新聞折込
広告等でお知らせします。

昼コース ６月下旬開催予定
（週３～４日）

夜コース ７月上旬開催予定
（週２日）

一泊リフレッシュ事業について
は、次号「きたかた社協だより」で
お知らせいたします。（10/11㈭
～10/12㈮相馬市方面を予定し
ています。）
なお、日帰り、一泊のいずれか1
回のみ参加となります。

テーマは

を予定しております。
※現在講師・日程・内容を調整中です。

▲写真は去年の
　講座の様子です

日帰りリフレッシュ

7月
開催
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